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研究成果の概要（和文）：本研究は、学士課程の学生の計画・評価能力を育成する教育シス

テムの構築を目的としている。学生に評価基準と対象とを比較することによる評価の考え

方、および評価能力をベースとした計画の考え方を習得させるプログラムを開発した。学

会にて成果発信するとともに、全学共通科目として講義を開講することができた。また、

学生の評価能力を評価し講義にフィードバックさせるための調査票を設計し、3 学部に適

用することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to build the educational systems 
which make undergraduate students improve their planning and evaluation. We 
developed the programs in which students learn how to evaluate objects by using 
criteria and learn planning based on evaluation. We announced fruits of the research 
at an international conference, provided new classes in the liberal arts in Tottori 
University, and designed a questionnaire by which evaluation of students was fed back 
to classes in three faculties. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、平成 16 年度から大学生の

ものづくりプロジェクトを指導しており、複
数のプロジェクト活動の停滞に対して計
画・評価能力の欠如を本質的問題ととらえ対
策を講じてきた。工学分野では JABEE のカ
リキュラムポリシー8 項目中 7 項目が計画

能力に関わること、中教審大学分科会小委員
会（H19.9.18）において「学士力」の中に論
理的思考力と問題解決力が挙げられたこと
は本研究の方向性を支持している。 

ところで、教育の改善は、教授技術の向上
あるいは学習支援ツールの開発等について、
知識伝達の観点から個別対応で行われてき
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たが、学習マネジメント能力の向上を狙った
システム的な研究例は見当たらなかった。本
研究代表者が当初採用した知識伝達型の教
授手法では、学習効果のバラツキが顕著だっ
た。そこで、学生の学習マネジメント能力に
着目したシステム的な取り組みへの移行を
図り、学生がアイデアを具体化するための計
画立案支援ツールや聴衆によるプレゼンテ
ーション評価を支援するフォーム等、計画・
評価能力育成を狙ったシステム要素を開発
してきた。 
一方、教育システムの設計・評価に関して

品質の観点からの取り組み事例が見あたら
なかったため、本研究によって端緒を開くこ
ととした。授業改善に関する学生の授業参画
については、心理学的アプローチによってグ
ループワークの場でブレインストーミング
や強制連結法を採用する研究例等が存在す
るが、効果の計測手法に課題が残っている。
一方、学習評価手法については教育学の立場
から、ポートフォリオ評価やルーブリック開
発の事例が多いが、個別対応的であるため方
法論の標準化が課題である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、学生による授業改善の実質化を

企図した全学的な教育システム構想の一環
である。本教育システムの要は、科学的素養
として専門知識に先立つ計画・評価能力を修
得させる点にある。従って、本研究の目的を、 
(1)学習者に批判的思考の元となる「評価基準
を設定して結果を検証する「方法論を修得さ
せ、(2)研究代表者が学習者の計画・評価能力
を定量的に計測する手法を確立することに
よって、(3)教育の質を向上させるシステムを
構築することとした。これにより、教育改善
の質的転換（教示技術の向上(トップダウン)
→学生の学習技術の向上(ボトムアップ)）を
狙うこととした。 
 
 
 
３．研究の方法 
(1)研究方法の全体構想 

本研究では、諸能力の評価方法および評価
基準の確立について、工学システムの設計・
検証に用いられる手法の適用を図った。その
ため、図 1のように既存の教育システムの導
入部分に計画・評価能力育成に特化した新カ
リキュラムを付加して、「計画の構造」と「評
価基準の設定」を修得させることとした。こ
こでは、図 2 に示す批判的思考力を育成する
グループワークの概念を取り入れた。卒業研
究着手前カリキュラムでは、学生が高度な研
究推進が可能となるように、複雑事象に対す
る評価方法を修得させることとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 科学的思考力を育成する教育システム
の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 計画・評価能力育成のためのグループ
ワークの概念図 
 
(2)計画・評価能力育成の具体的方策 
多様な要素から構成される科学的思考力

を、比較的少ない要素で構成される計画・評
価能力を計測することによって簡便かつ定
量的に評価する手法を開発した。 
研究代表者が計画立案と評価方法に関す

る基本的教示を学習者に対して行った後に、
図 2に示したグループワークの概念に従って
計画立案・評価の演習を行わせた。このグル
ープワークでは、PLAN、DO、CHECKの役割を
分担することにより協議の論点が明確にな
るため、優れた学習効果が期待される。具体
的には、PLAN=与えた大テーマに沿った計画
立案と計画内容の発表、DO=計画を引き継が
れることを念頭に置いた PLAN グループの発
表者への質問、CHECK= PLAN グループの計画
内容に対する DOグループの質問内容の妥当
性評価、という役割分担を与えた。このよう
に、学習者の評価能力は、学習者に他者の計
画を評価させることによって評価した。 
教員を高い評価能力を有する評価者と仮

定して標準試料を評価してもらい、評価デー
タを採取、標準試料の品質を解析した。  
前もって計画の構造を教示された学習者

に標準試料を評価させることによって、学習
者の評価能力を計測することが可能となっ
た。 
 

(3)モデルカリキュラムの計画立案と展開 
図 2の概念のグループワークを経験した学

生を主な対象として、図 3の概念的フローに
従った演習を実施した。学生には、教員との
共同作業によりサンプルとなるシラバスの



 

 

論理構造を分析させ、自学自習ストラテジー
を組み込んだ新規授業の提案を行わせた。 
提案された授業「プレゼンテーションの戦

術～授業を創ろう！～」を全学共通科目とし
て開講し、受講生に対して、自学・自習スト
ラテジーの要素である「学習目的」、「段階的
目標」、「評価基準」の設定を行わせた。 
自学・自習ストラテジーの計画能力は、予

め受講生間で共有した評価基準を用いて評
価した。 
 
 
(4)多数の学習者を対象とした評価能力の測
定ツールの開発 
「評価能力育成のためのプログラムは共

通コンポーネントとしてあらゆる専攻・学年
の授業科目にも組み込み可能である」という
モデル授業で得られた知見の実効的な展開
を狙い、多数の学生を対象とする評価能力の
測定ツールとして、調査票の設問を設計した。
次に学生の自己評価結果を評価基準として、
他者評価の妥当性評価とする概念設計を元
に、調査票の試作を行った。 
 
 
 
 
 
図 3 学士課程導入カリキュラムの演習内容
の概念図 
 
 
４．研究成果 
研究計画時の目的に対する成果は次の(1)

～(3)の通りである。 
(1)学習者による、批判的思考の元となる「評
価基準を設定して結果を検証する」方法論の
修得： 
  学士課程導入カリキュラムのモデル授業
「プロジェクトマネジメント入門」および
「プレゼンテーションの戦術～授業を創ろ
う！～」、卒業研究着手前カリキュラムのモ
デル授業「研究計画立案の技法」を開講して、
所期の目的を満たす学習方法を実現できた。 
 
①「プレゼンテーションの戦術～授業を創ろ
う！～」の取組みは、文教速報（平成 22年 2
月 17 日 第 7409号）に掲載された。 
 
 
(2)学習者の計画・評価能力を定量的に計測
する手法の確立： 
グループワークを活用した評価能力評価

方法の開発、およびプレゼンテーションへの
質問に着目した要素的な評価能力評価手法
の開発を行って、それぞれ論文として発表し
た。 

①評価能力を有する複数の評価者による同
一サンプルに対する評価を「評価基準の信頼
度」と定義して「高評価サンプル」、「低評価
サンプル」の 2種類の評価サンプルを試作す
ることができた。表 1に示す 2種類のサンプ
ルに対する評価点分析、および表 2 に示す評
価結果の基準点からの分散量分析から、2 種
類の評価サンプルの標準試料としての有用
性を検証できた。本成果は、工学教育、vol.57 
no.3に掲載された。 
 
 
表 1 2種類のサンプルに対する評価点分析 
 
 
 
 
 
 
表 2評価結果の基準点からの分散量分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
②計画・評価能力を構成する要素を分析し、
計画立案及び評価に必要な要素的能力を評
価する手法を開発した。具体的には、プレゼ
ンテーションの場における質問に着目し、数
十秒の間に発せられる質問の妥当性を予め
与えた評価基準を元に聴衆（=学習者）に評
価させることによって、表 3 に示すように聴
衆の評価能力を可視化することができた。本
成果は、工学教育、vol.57 no.1 に掲載され
た。 
 
 
表 3 質問の妥当性に対する聴衆の評価能力
の可視化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)教育の質を向上させるシステムの構築： 
上記(1)(2)の成果を踏まえ、講義科目ごと

に学生の評価能力を評価できる設問を設計

 

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目
a 5 6 6 4 8 1 2 2 1 4
b 3 3 5 4 7 1 0 0 1 2
c 1 1 1 2 0 4 3 5 1 2
d 4 5 4 7 7 2 0 0 0 5

小計 13 15 16 17 22 8 5 7 3 13

低評価サンプル

基準点
評価者A 評価者C評価者A 評価者C

基準点
評価
項目

高評価サンプル

 
1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目

a 1 1 4 5 5 9

b 2 4 2 5 5 16

c 2 2 1 0 5 1

d 1 2 16 16 9 9

評価者A 評価者B 評価者C

 
比較的よく収束している例

発表者/質問者間の齟齬

聴衆の評価が発散

比較的よく収束している例

発表者/質問者間の齟齬

聴衆の評価が発散



 

 

し、図 4の調査票（授業アンケート）として
試作することができた。本調査票を工学部、
農学部、地域学部等の教員が担当する全講義
（629 科目）に適用することができた。 
 

①図 4 における「(C)授業の理解と自習実施
の有無」の設問群は、学生による自己評価項
目であり、本研究の成果を特に反映させた部
分である。すなわち、学生が対象を評価する
際に用いる「評価基準」に相当する。一方、
「(B)授業の進め方」の設問群は、学生によ
る他者評価に相当する。(B)と(C)の回答を比
較することによって、学生の評価能力を評価
することが可能になる。本成果は、大学教育
研究年報 第 16 号に掲載された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 試作した調査票（授業アンケート） 
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